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本日の目標

価格指数の基礎理論

相対法

総和法

数量指数の基礎理論

価格指数と数量指数の関係

物価指数

PC実習
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みかんとオレンジの購入金額・
価格・数量

家計調査のデータ
1世帯当たり1年間（二人以上世帯）

価格変化：
みかん：騰貴；オレンジ：下落

20.2833.70 683117.0936.8943492011
18.2335.09 640127.7935.3345142010
数量100g価格100g金額円数量100g価格100g金額円

オレンジみかん暦年

表1：みかんとオレンジの金額・価格・数量変化

資料：総務省統計局「家計調査年報＜家計収支編＞」平成22年およびe-Stat
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価格指数の考え方：相対法(1)

おのおのの財の価格変化（価格指数）：
IP = P2011 / P2010 × 100
みかん(み)：
I P

み = 36.89 / 35.33 ×100 = 104.4

オレンジ(オ)：
I P

オ = 33.70 / 35.09 ×100 = 96.0

みかんとオレンジ全体としての価格変化

どのように捉えるべきか？
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価格指数の考え方：相対法(2)

算術平均：

欠点：支出額の大小が反映されていない。

加重平均：

何をウェイトとするか？
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価格指数の考え方：相対法(3)
2010年（I の分母に対応する時点）の金額割合
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価格指数の考え方：相対法(4)

2010年の金額構成比：

相対法による「みかん・オレンジ」価格指数：

注：
2010年（I の分子に対応する時点）の金額構成比
をウェイトとするときには、別の算式を使う。
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価格指数の考え方：総和法(1)

2010年と2011年の金額比：

価格変化と数量変化が混在している。

価格変化のみを取り出すには？

数量を固定する。

どのように？
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価格指数の考え方：総和法(2)

Laspeyres 算式：分母に対応する時期の数量：

分母
＝2010年の数量を2010年の価格で購入したときの購入金額
＝2010年の実際の購入金額

分子
＝2010年の数量を2011年の価格で購入したときの購入金額
＝2011年の仮想的な購入金額

「2010年と同じ買い物を2011年にしたら支出はいくらか」を求め、
2010年の支出額との比によって、価格変化を把握する。
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価格指数の考え方：総和法(3)

Paasche 算式：分子に対応する時期の数量：

分母
＝2011年の数量を2010年の価格で購入したときの購入金額
＝2010年の仮想的な購入金額

分子
＝2011年の数量を2011年の価格で購入したときの購入金額
＝2011年の実際の購入金額

「2011年と同じ買い物を2010年にしたら支出はいくらか」を基準
として、2011年の支出額を除して価格変化を把握する。
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価格指数の考え方：総和法(4)

数量を固定する他の方法

Edgeworth 算式

2時点での数量の算術平均

マーケット・バスケット方式

分母・分子の時点とは異なる時点の数量

Laspeyres 算式が使われることが多い。

理由は後述。
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価格指数の考え方：総和法(5)

総和法による「みかん・オレンジ」価格指数：

2.103100
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IPW, IPL, IPP の関係(1)

IPW = IPL:

PL

PPPW

I
QPQP
QPQP

V
QPQP

P
P

V
QP

P
P

V
QP

IwIwI

=×
+
+

=

×
+

=

×+×=

+=

100

100

100100

0000

0101

0

0101

0

1

0

00

0

1

0

00

オオみみ

オオみみ

オオみみ

オ

オオオ

み

みみみ

オオみみ

14

IPW, IPL, IPP の関係(2)

IPL > IPP となりやすい：
2010年から2011年にかけて：

価格が騰貴した財の購入数量： Qi0 > Qi1 となる傾向

価格が下落した財の購入数量： Qi0 < Qi1 となる傾向

2010年の数量をもちいたとき：
価格が騰貴した財 in 2011：相対的に大きい数量が対応

価格が下落した財 in 2011：相対的に小さい数量が対応

2011年の数量をもちいたとき：
価格が騰貴した財 in 2011：相対的に小さい数量が対応

価格が下落した財 in 2011：相対的に大きい数量が対応

注：Bortkiewicz の関係式参照。
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Fisher 算式

Fisher 算式：

IPF は、IPL と IPP の間の値をとる。

IPF は、指数として好ましい性質を比較的多
くもつことが知られている。このため、 IPF を
理想算式とよぶことがある。

3.1032.1034.103 =×== PPPLPF III
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数量指数(1)

価格指数算式において、数量と価格の役
割を入れ替える：

相対法：
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数量指数(2)

総和法：
Laspeyres 算式：

Paasche 算式：

Fisher算式：
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価格指数と数量指数との関係(1)

金額条件：

通常の財において成り立つ関係式 V=PQ が
指数にも成り立つことを要請した条件
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価格指数と数量指数との関係(2)

実質化：

金額を価格指数で除すことによって、価格に
よる変化を除去すること。

金額条件が成り立つことを前提に、IV を IP

で除すことに相当する。

上のような対応関係に注意する。
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物価指数(1)

財の種類：i = 1,2, …, N
時点： t = …, -1, 0, 1, 2, 
価格：Pit

数量： Qit

金額: Vit = Pit Qit

総額： Vt = ∑i Vit

比較時点：分子の価格に対応する時点

基準時点：分母の価格に
対応する時点
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物価指数(2)

基準時金額ウェイトの相対法による物価
指数：

基準時数量ウェイトのLaspeyres 算式に
よる物価指数：
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物価指数(3)

比較時数量ウェイトの Paasche 算式に
よる物価指数：

Fisher 算式：
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物価指数(4)

さまざまな指数の中で、

が使われることが多い。
比較時点の数量に関する情報が不要である。

基準時点の数量に関する情報も、支出に関
する情報で代替できる。

数量を基準時点に固定したままなので、長
期間の使用には耐えない。
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補足：Paasche 算式の別表現
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補足：Bortkiewicz の関係式(1)
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補足：Bortkiewicz の関係式(2)
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PC実習

相対法による価格指数の計算

総和法による価格指数の計算

Laspeyres 算式

Paasche 算式

Fisher 算式


